
(57)【要約】

【課題】　濾材の抗菌機能が低下した場合でも、雑菌の

繁殖を抑えることができる浄水カートリッジ及び浄水器

を提供すること。

【解決手段】　浄水器３１の容器３２内に浄水カートリ

ッジ３８が収容配置されている。浄水カートリッジ３８

は、円筒状の濾過部４１を備え、上部内側フィルタ４５

は下部内側フィルタ４６よりも厚くなっていて、通水抵

抗が高い。濾床の厚い下部濾過部４７ｂと流動濾過床５

２を通過するため、含有塩素のほとんどが除去され、一

方、サブ流路Ｓを流れる原水は、濾床の薄い上部濾過部

４７ａを通過するため、メイン流路Ｍを通る原水と比較

して、残留塩素の量が多い。このため、比較的塩素を含

んだ濾過水となり、雑菌の繁殖を抑制する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
抗 菌 濾 過 部 を 有 し 、 原 水 を 抗 菌 濾 過 処 理 を す る メ イ ン 流 路 と 、 通 常 濾 過 部 を 有 し 、 塩 素 が
多 く 残 留 す る よ う に 原 水 を 濾 過 す る サ ブ 流 路 と を 備 え 、
　 前 記 サ ブ 流 路 の 通 水 抵 抗 を メ イ ン 流 路 の 通 水 抵 抗 よ り も 高 く し た こ と を 特 徴 と す る 浄 水
カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 メ イ ン 流 路 及 び サ ブ 流 路 は 、 そ れ ぞ れ 対 向 す る フ ィ ル タ 間 に 濾 材 を 設 け て 構 成 さ れ 、
サ ブ 流 路 の フ ィ ル タ の 通 水 抵 抗 を メ イ ン 流 路 の フ ィ ル タ の 通 水 抵 抗 よ り も 高 く し た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 浄 水 カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ３ 】
メ イ ン 流 路 の 濾 過 能 力 を サ ブ 流 路 の 濾 過 能 力 よ り も 高 く し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま
た は ２ に 記 載 の 浄 水 カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 メ イ ン 流 路 は 、 抗 菌 コ ー テ ィ ン グ を 施 し た 粒 状 濾 材 を 流 動 可 能 に し た 流 動 濾 過 部 を 有
し 、 こ の 流 動 濾 過 部 を 抗 菌 処 理 部 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の う ち の い ず れ か
一 項 に 記 載 の 浄 水 カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ５ 】
円 筒 状 を な す 外 側 フ ィ ル タ と 、 そ の 外 側 フ ィ ル タ と 同 軸 上 に 配 置 さ れ る と と も に 、 軸 方 向
に 隣 接 配 置 さ れ た 第 １ ， 第 ２ 内 側 フ ィ ル タ と 、 外 側 フ ィ ル タ と 両 内 側 フ ィ ル タ と の 間 に 介
在 さ れ た 濾 材 と を 備 え 、 前 記 第 １ フ ィ ル タ の 通 水 抵 抗 を 第 ２ フ ィ ル タ の 通 水 抵 抗 よ り も 高
く し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 浄 水 カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ ～ ５ の う ち の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 浄 水 カ ー ト リ ッ ジ を 容 器 内 に 収 容 し て 用 い た
こ と を 特 徴 と す る 浄 水 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 例 え ば ジ ュ ー ス デ ィ ス ペ ン サ 等 に 用 い ら れ 、 水 道 水 等 の 原 水 を 濾 過 す る 場
合 に 使 用 さ れ る 浄 水 カ ー ト リ ッ ジ 及 び 浄 水 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 浄 水 器 と し て は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に お い て 、 図 ３ に 示 す よ う な 構 成
の も の が 提 案 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 こ の 従 来 構 成 に お い て は 、 こ の 浄 水 器 １ １ の 容 器 １
２ 内 に 、 浄 水 カ ー ト リ ッ ジ １ ３ が 収 容 配 置 さ れ て い る 。 浄 水 カ ー ト リ ッ ジ １ ３ は 、 濾 過 部
１ ４ と 、 そ の 濾 過 部 １ ４ の 上 端 部 に 取 り 付 け ら れ た 上 蓋 １ ５ ａ と 、 濾 過 部 １ ４ の 下 端 部 に
取 り 付 け ら れ た 下 蓋 １ ５ ｂ と を 備 え て い る 。 そ し て 、 上 蓋 １ ５ ａ の 上 面 の 中 心 に 出 口 ２ １
が 一 体 に 突 出 形 成 さ れ て い る 。 濾 過 部 １ ４ は 、 多 孔 質 材 料 よ り な る 大 径 円 筒 状 の 外 側 フ ィ
ル タ １ ８ と 、 そ の 外 側 フ ィ ル タ １ ８ 内 に 同 一 軸 線 上 に 配 置 さ れ た 多 孔 質 材 料 よ り な る 小 径
円 筒 状 の 内 側 フ ィ ル タ １ ９ と を 備 え て い る 。 外 側 フ ィ ル タ １ ８ と 内 側 フ ィ ル タ １ ９ と の 間
の 円 筒 状 の 空 隙 に は 、 粒 状 活 性 炭 よ り な る 濾 材 ２ ０ が 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 こ の 浄 水 器 １ １ の 使 用 時 に は 、 水 道 水 等 の 原 水 が 容 器 １ ２ の 流 入 口 １ ６ か ら 流
入 さ れ て 、 容 器 １ ２ 内 に 満 た さ れ る 。 こ の 状 態 で 、 容 器 １ ２ の 流 出 口 １ ７ に 接 続 さ れ た 図
示 し な い 浄 水 を 供 給 す る た め の 給 水 パ イ プ 中 の 給 水 ポ ン プ が 起 動 さ れ た り す る と 、 容 器 １
２ 内 の 原 水 が 外 側 フ ィ ル タ １ ８ 、 濾 材 ２ ０ 及 び 内 側 フ ィ ル タ １ ９ を 通 過 し て 、 内 側 フ ィ ル
タ １ ９ 内 の 連 通 路 ２ ２ に 流 さ れ る 。 こ れ に と も な っ て 、 容 器 １ ２ 内 に 流 入 口 １ ６ か ら 原 水
が 供 給 さ れ る 。 原 水 に 対 す る 濾 過 に よ り 、 原 水 に 含 ま れ る 異 物 や 細 菌 等 が 除 去 さ れ る 。 そ
の 後 、 濾 過 さ れ た 浄 水 が 連 通 路 ２ ２ か ら 出 口 ２ １ 及 び 流 出 口 １ ７ を 介 し て 、 前 記 給 水 パ イ
プ 側 に 流 出 さ れ て 、 利 用 さ れ る よ う に な っ て い る 。
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ８ ２ ０ ６ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ が 、 上 記 の 浄 水 カ ー ト リ ッ ジ １ ３ に お い て 、 原 水 を 前 記 濾 材 ２ ０ を 通 過 さ せ て 濾
過 す る の み で は 、 原 水 中 の 殺 菌 用 の 塩 素 が 除 去 さ れ る こ と に よ り 、 浄 水 カ ー ト リ ッ ジ １ ３
か ら 下 流 側 の 配 管 内 に 雑 菌 が 繁 殖 し た り す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の た め 、 濾 材 ２ ０ を 構 成 す る 粒 状 活 性 炭 と し て 、 銀 等 の 抗 菌 コ ー テ ィ ン グ を 施 し た も
の を 用 い る こ と も 考 え ら れ る 。 こ の よ う に 構 成 し た 場 合 は 、 浄 水 中 に 抗 菌 コ ー テ ィ ン グ が
溶 出 し て 、 雑 菌 の 繁 殖 を 抑 え る 。 し か し 、 原 水 濾 過 を 続 け る と 、 抗 菌 コ ー テ ィ ン グ が 薄 く
な っ た り し て 、 溶 出 量 が 少 な く な っ て 徐 々 に 抗 菌 機 能 が 低 下 し 、 雑 菌 の 繁 殖 を 抑 え ら れ な
く な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 濾 材 の 抗 菌 機 能 が 低 下 し た 場 合 で も 、 雑 菌 の 繁 殖 を 抑 え る こ と が で
き る 浄 水 カ ー ト リ ッ ジ 及 び 浄 水 器 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 上 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て は 、 抗 菌 濾 過 部 を 有 し 、
原 水 を 抗 菌 濾 過 処 理 を す る メ イ ン 流 路 と 、 通 常 濾 過 部 を 有 し 、 塩 素 が 多 く 残 留 す る よ う に
原 水 を 濾 過 す る サ ブ 流 路 と を 備 え 、 前 記 サ ブ 流 路 の 通 水 抵 抗 を メ イ ン 流 路 の 通 水 抵 抗 よ り
も 高 く し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 っ て 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て は 、 給 水 ポ ン プ の 起 動 時 の よ う に 、 大 量 の 原 水
が 流 れ る と き に 、 そ の 一 部 が サ ブ 流 路 を 通 っ て 濾 過 さ れ る 。 こ の た め 、 比 較 的 塩 素 含 有 量
の 多 い 濾 過 処 理 水 が 浄 水 器 の 下 流 側 に 供 給 さ れ 、 抗 菌 濾 過 部 の 機 能 が 低 下 し た と し て も 、
塩 素 に よ り 抗 菌 機 能 を 維 持 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に お い て は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 メ イ ン 流 路 及
び サ ブ 流 路 は 、 そ れ ぞ れ 対 向 す る フ ィ ル タ 間 に 濾 材 を 設 け て 構 成 さ れ 、 サ ブ 流 路 の フ ィ ル
タ の 通 水 抵 抗 を メ イ ン 流 路 の フ ィ ル タ の 通 水 抵 抗 よ り も 高 く し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 従 っ て 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に お い て は 、 濾 材 を 保 持 す る フ ィ ル タ の 通 水 抵 抗 を 設 定
し た の み の 構 成 で あ る た め 、 部 品 店 数 が 増 え る こ と は な く 、 構 成 が 簡 単 で あ る 。
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に お い て は 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 メ イ ン 流
路 の 濾 過 能 力 を サ ブ 流 路 の 濾 過 能 力 よ り も 高 く し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 従 っ て 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に お い て は 、 メ イ ン 流 路 の 濾 過 能 力 が 高 い た め に 、 結 果
と し て 十 分 な 濾 過 能 力 を 得 る こ と が で き る 。
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に お い て は 、 請 求 項 １ ～ ３ の う ち の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 発 明 に
お い て 、 前 記 メ イ ン 流 路 は 、 抗 菌 コ ー テ ィ ン グ を 施 し た 粒 状 濾 材 を 流 動 可 能 に し た 流 動 濾
過 部 を 有 し 、 こ の 流 動 濾 過 部 を 前 記 抗 菌 処 理 部 と し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 従 っ て 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に お い て は 、 濾 過 処 理 水 に 対 し て 抗 菌 イ オ ン を 効 果 的 に
溶 出 さ せ る こ と が で き 、 有 効 な 抗 菌 機 能 を 得 る こ と が で き る 。
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に お い て は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 円 筒 状 を な す 外 側
フ ィ ル タ と 、 そ の 外 側 フ ィ ル タ と 同 軸 上 に 配 置 さ れ る と と も に 、 軸 方 向 に 隣 接 配 置 さ れ た
第 １ ， 第 ２ 内 側 フ ィ ル タ と 、 外 側 フ ィ ル タ と 両 内 側 フ ィ ル タ と の 間 に 介 在 さ れ た 濾 材 と を
備 え 、 前 記 第 １ フ ィ ル タ の 通 水 抵 抗 を 第 ２ フ ィ ル タ の 通 水 抵 抗 よ り も 高 く し た こ と を 特 徴
と す る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 っ て 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に お い て は 、 全 体 を 円 筒 状 に 形 成 で き 、 浄 水 器 の 容 器 内
に 収 容 す る の に 都 合 が よ い 。
　 浄 水 器 に 係 る 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に お い て は 、 請 求 項 １ ～ ５ の う ち の い ず れ か 一 項 に
記 載 の 浄 水 カ ー ト リ ッ ジ を 容 器 内 に 収 容 し て 用 い た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 従 っ て 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に お い て は 、 請 求 項 １ ～ ５ に 記 載 の 発 明 の 効 果 を 得 る こ
と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 に お い て は 、 抗 菌 濾 過 部 の 機 能 が 低 下 し た と し て も 、 有 効 な 抗
菌 機 能 を 維 持 で き 、 配 管 系 を 清 潔 に 保 つ こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 を 具 体 化 し た 実 施 形 態 を 図 １ 及 び 図 ２ に つ い て 説 明 す る 。
　 浄 水 器 ３ １ の 容 器 ３ ２ は 有 底 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 上 端 開 口 部 に は 蓋 体 ３ ３ が シ ー ル
リ ン グ ３ ４ を 介 し て 止 め 具 ３ ５ に よ り 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 前 記 容 器 ３ ２ 及 び
蓋 体 ３ ３ は 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル 等 の 金 属 よ り な る 。 蓋 体 ３ ３ の 頂 壁 の 中 心 よ り 偏 倚 し た
位 置 に は 、 水 道 水 等 の 原 水 を 流 入 さ せ る た め の 円 筒 状 の 流 入 口 ３ ６ が 配 設 さ れ て い る 。 蓋
体 ３ ３ の 頂 壁 の 中 心 に は 、 濾 過 後 の 浄 水 を 流 出 さ せ る た め の 円 筒 状 の 流 出 口 ３ ７ が 配 設 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 容 器 ３ ２ と 蓋 体 ３ ３ と の 間 に は 、 浄 水 カ ー ト リ ッ ジ ３ ８ が そ の 周 側 部 及 び 下 部 と 容
器 ３ ２ の 内 面 と の 間 に 所 定 の 空 隙 を お い た 状 態 で 着 脱 可 能 に 収 容 配 置 さ れ て い る 。 す な わ
ち 、 浄 水 カ ー ト リ ッ ジ ３ ８ の 頂 部 の 中 心 に は 円 筒 状 の 出 口 ３ ９ が 突 設 さ れ 、 そ の 外 面 に は
ネ ジ 部 ４ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 容 器 ３ ２ 内 に 浄 水 カ ー ト リ ッ ジ ３ ８ を 挿 入 す る こ
と に よ り 、 そ の 浄 水 カ ー ト リ ッ ジ ３ ８ の 底 部 が 容 器 ３ ２ の 内 底 部 に 当 接 し て 位 置 規 制 さ れ
る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 こ の 状 態 で 容 器 ３ ２ の 上 端 開 口 部 に 蓋 体 ３ ３ を 閉 鎖 装 着 す る
こ と に よ り 、 浄 水 カ ー ト リ ッ ジ ３ ８ 上 の 出 口 ３ ９ が ネ ジ 部 ４ ０ を 介 し て 、 蓋 体 ３ ３ の 流 出
口 ３ ７ の ネ ジ 部 ３ ７ ａ に 螺 合 さ れ て 、 出 口 ３ ９ と 流 出 口 ３ ７ と が 接 続 さ れ る よ う に な っ て
い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 前 記 浄 水 カ ー ト リ ッ ジ ３ ８ は 、 円 筒 状 の 濾 過 部 ４ １ と 、 そ の 濾 過 部
４ １ の 上 端 部 に 取 り 付 け ら れ た 上 蓋 ４ ２ と 、 濾 過 部 ４ １ の 下 端 部 に 取 り 付 け ら れ た 下 蓋 ４
３ と を 備 え て い る 。 そ し て 、 上 蓋 ４ ２ の 上 面 の 中 心 に 前 記 出 口 ３ ９ が 一 体 に 突 出 形 成 さ れ
て い る 。 濾 過 部 ４ １ は 、 多 孔 質 材 料 あ る い は 不 織 布 よ り な る 大 径 円 筒 状 の 外 側 フ ィ ル タ ４
４ と 、 そ の 外 側 フ ィ ル タ ４ ４ 内 に 同 一 軸 線 上 に 配 置 さ れ た 多 孔 質 材 料 あ る い は 不 織 布 よ り
な る 小 径 円 筒 状 の 上 部 内 側 フ ィ ル タ ４ ５ 及 び 下 部 内 側 フ ィ ル タ ４ ６ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 外 側 フ ィ ル タ ４ ４ と 内 側 フ ィ ル タ ４ ５ ， ４ ６ と の 間 の 円 筒 状 の 空 隙 に は 、 粒 状 活 性 炭 よ
り な る 濾 材 ４ ７ が 充 填 さ れ て い る 。 こ の 粒 状 活 性 炭 に お い て は 、 全 活 性 炭 粒 の う ち の 所 定
割 合 （ 例 え ば 、 １ ０ ％ ） の 活 性 炭 粒 が 銀 等 の 抗 菌 コ ー テ ィ ン グ を 有 し て お り 、 濾 材 ４ ７ 中
に 雑 菌 が 繁 殖 す る の を 抑 制 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 下 部 内 側 フ ィ ル タ ４ ６ の 上 端 に は 複 数 の 小 孔 ４ ８ を 形 成 し た 中 間 板 ４ ９ が 載 置 状 態 で 配
置 さ れ て お り 、 こ の 中 間 板 ４ ９ の 上 面 外 周 に は 前 記 上 部 内 側 フ ィ ル タ ４ ５ が 載 置 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 下 部 内 側 フ ィ ル タ ４ ６ は 例 え ば 厚 さ ３ ｍ ｍ で 、 上 部 内 側 フ ィ ル タ ４ ５ は 例 え ば
厚 さ ５ ｍ ｍ で 、 上 部 内 側 フ ィ ル タ ４ ５ が 厚 く な っ て い る 。 ま た 、 濾 材 ４ ７ は 、 下 部 内 側 フ
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ィ ル タ ４ ６ に 対 応 す る 上 部 濾 過 部 ４ ７ ａ の 濾 床 が 厚 く 、 上 部 内 側 フ ィ ル タ ４ ５ に 対 応 す る
下 部 濾 過 部 ４ ７ ｂ の 濾 床 が 薄 く な っ て い る 。 そ し て 、 上 部 濾 過 部 ４ ７ ａ が 厚 く て も 、 下 部
内 側 フ ィ ル タ ４ ６ が 薄 い た め に 、 上 部 濾 過 部 ４ ７ ａ と 比 較 し て 、 下 部 濾 過 部 ４ ７ ｂ 側 の 通
水 抵 抗 が 低 い 。 前 記 下 蓋 ４ ３ ， 下 部 内 側 フ ィ ル タ ４ ６ 及 び 中 間 板 ４ ９ に よ り 下 部 室 ５ ０ が
形 成 さ れ 、 前 記 上 蓋 ４ ２ 、 上 部 内 側 フ ィ ル タ ４ ５ 及 び 中 間 板 ４ ９ に よ り 上 部 室 ５ １ が 形 成
さ れ て い る 。 こ の 上 部 室 ５ １ 内 に は 、 銀 コ ー テ ィ ン グ を 施 し た 粒 状 活 性 炭 よ り な る 流 動 濾
過 床 ５ ２ が 収 容 さ れ て お り 、 こ の 粒 状 濾 材 と し て の 粒 状 活 性 炭 は 、 水 流 に よ り 上 部 室 ５ １
内 を 流 動 可 能 で あ る 。 こ の 流 動 濾 過 床 ５ ２ は 、 流 動 濾 過 部 ， 抗 菌 濾 過 部 及 び 抗 菌 処 理 部 を
構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 外 側 フ ィ ル タ ４ ４ 、 上 部 濾 過 部 ４ ７ ａ 、 下 部 内 側 フ
ィ ル タ ４ ６ 、 下 部 室 ５ ０ 、 小 孔 ４ ８ 及 び 上 部 室 ５ １ に よ り 、 出 口 ３ ９ に 至 る メ イ ン 流 路 Ｍ
が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 外 側 フ ィ ル タ ４ ４ 、 下 部 濾 過 部 ４ ７ ｂ 、 上 部 内 側 フ ィ ル タ ４ ５
及 び 上 部 室 ５ １ に よ り 出 口 ３ ９ に 至 る サ ブ 流 路 Ｓ が 形 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 メ イ ン 流 路
Ｍ の 通 水 抵 抗 が サ ブ 流 路 Ｓ の 通 水 抵 抗 よ り も 低 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 上 蓋 ４ ２ 及 び 下 蓋 ４ ３ に は 透 孔 ６ １ を 有 す る 筒 状 部 ６ ３ が 一 体 形 成 さ れ 、 両 筒 状 部
６ ３ 間 に は バ イ パ ス 筒 ６ ２ が 嵌 合 連 結 さ れ て い る 。
　 さ て 、 こ の 浄 水 器 ３ １ の 使 用 時 に は 、 水 道 水 等 の 原 水 が 容 器 ３ ２ の 流 入 口 ３ ６ か ら 流 入
さ れ て 、 容 器 ３ ２ 内 に 満 た さ れ る 。 こ の 状 態 で 、 流 出 口 ３ ７ に 接 続 さ れ た 図 示 し な い 浄 水
を 供 給 す る た め の 給 水 パ イ プ 中 の 給 水 ポ ン プ （ 図 示 し な い ） が 起 動 さ れ る と 、 そ の 起 動 時
に は 、 配 管 内 の 水 が 給 水 ポ ン プ に 一 時 的 に 多 量 に 吸 引 さ れ る 。 こ の た め 、 原 水 が メ イ ン 流
路 Ｍ 及 び サ ブ 流 路 Ｓ の 双 方 を 介 し て 流 れ る 。 メ イ ン 流 路 Ｍ を 流 れ る 原 水 は 、 下 部 濾 過 部 ４
７ ｂ で 濾 過 さ れ る と と も に 、 流 動 濾 過 床 ５ ２ で 再 度 濾 過 さ れ て 、 出 口 ３ ９ 及 び 流 出 口 を 介
し て 、 前 記 給 水 パ イ プ 側 に 流 出 さ れ る 。 ま た サ ブ 流 路 Ｓ を 流 れ る 原 水 は 、 上 部 濾 過 部 ４ ７
ａ で 濾 過 さ れ て 、 出 口 ３ ９ 及 び 流 出 口 か ら 流 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の と き 、 メ イ ン 流 路 Ｍ を 流 れ る 原 水 は 、 濾 床 の 厚 い 下 部 濾 過 部 ４ ７ ｂ と 流 動 濾 過 床 ５
２ を 通 過 す る た め 、 含 有 塩 素 の ほ と ん ど が 除 去 さ れ 、 し か も 、 流 動 濾 過 床 ５ ２ に お い て 、
銀 イ オ ン を 含 む 。 こ の た め 、 有 効 に 抗 菌 作 用 を 付 加 さ れ た 濾 過 水 と な る 。 一 方 、 サ ブ 流 路
Ｓ を 流 れ る 原 水 は 、 濾 床 の 薄 い 上 部 濾 過 部 ４ ７ ａ を 通 過 す る た め 、 メ イ ン 流 路 Ｍ を 通 る 原
水 と 比 較 し て 、 残 留 塩 素 の 量 が 多 い 。 こ の た め 、 比 較 的 塩 素 を 含 ん だ 濾 過 水 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ の 後 、 給 水 ポ ン プ が 定 常 運 転 状 態 に 移 行 す る と 、 同 給 水 ポ ン プ の 吸 引 圧 力 が 低 下 す る
た め 、 原 水 は 通 水 抵 抗 の 高 い サ ブ 流 路 Ｓ 内 を ほ と ん ど 流 れ る こ と な く 、 通 水 抵 抗 の 低 い メ
イ ン 流 路 Ｍ を 通 っ て 濾 過 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 流 入 口 ３ ６ か ら の 原 水 の 一 部 は 、 バ イ パ ス 筒 ６ ２ を 介 し て バ イ パ ス さ れ て 、 容 器
３ ２ 内 に 満 た さ れ る 。 従 っ て 、 原 水 が 逆 方 向 の ２ 方 向 か ら 流 れ る こ と に な り 、 容 器 ３ ２ 内
に お け る 原 水 の 滞 留 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 に 述 べ た こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 以 下 の 効 果 を 発 揮 す る 。
　 ・ 　 給 水 ポ ン プ の 起 動 時 に は 、 残 留 塩 素 を 多 く 含 ん だ 浄 水 が サ ブ 流 路 Ｓ を 通 っ て 給 水 さ
れ る 。 言 い 換 え れ ば 、 給 水 ポ ン プ が 起 動 す る ご と に 比 較 的 多 く の 塩 素 が 浄 水 器 以 降 の 処 理
水 供 給 系 統 内 を 流 れ る こ と に な る 。 従 っ て 、 流 動 濾 過 床 ５ ２ の 銀 コ ー テ ィ ン グ が 薄 く な っ
て 、 銀 イ オ ン の 溶 出 量 が 減 少 し た と し て も 、 給 水 ポ ン プ が 起 動 す る ご と に サ ブ 流 路 Ｓ を 介
し て 供 給 さ れ る 浄 水 の 残 留 塩 素 に よ り 配 管 系 の 雑 菌 の 繁 殖 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ・ 　 サ ブ 流 路 Ｓ を 介 し て 供 給 さ れ る 残 留 塩 素 を 多 く 含 ん だ 浄 水 は 給 水 ポ ン プ の 起 動 時 の
み に 供 給 さ れ る だ け で あ る 。 し か も 、 サ ブ 流 路 Ｓ に も 濾 材 ４ ７ の 上 部 濾 過 部 ４ ７ ａ が 存 在
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す る た め に 、 か な り の 量 の 塩 素 が 除 去 さ れ て い る 。 従 っ て 、 サ ブ 流 路 Ｓ を 介 し て 浄 水 が 供
給 さ れ て 、 そ れ が 飲 料 に 供 さ れ て も 、 カ ル キ 臭 を 感 じ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 こ の 発 明 は 、 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 以 下 の よ う な 態 様 で 具 体
化 で き る 。
　 ・ 　 流 動 濾 過 床 ５ ２ を 省 略 す る こ と 。 こ の 場 合 、 濾 材 ４ ７ の 粒 状 活 性 炭 と し て 、 銀 コ ー
テ ィ ン グ を 施 し た 活 性 炭 粒 の 比 率 を 高 く す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ・ 　 流 動 濾 過 床 ５ ２ の 代 わ り に 、 繊 維 状 活 性 炭 等 、 別 の 濾 材 を 設 け る こ と 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 を 具 体 化 し た 浄 水 カ ー ト リ ッ ジ の 断 面 図 。
【 図 ２ 】 同 じ く 浄 水 器 の 断 面 図 。
【 図 ３ 】 従 来 構 成 を 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ３ １ … 浄 水 器 、 ３ ２ … 容 器 、 ３ ８ … 浄 水 カ ー ト リ ッ ジ 、 ４ １ … 濾 過 部 、 ４ ４ … 外 側 フ ィ
ル タ 、 ４ ５ … 内 側 フ ィ ル タ 、 ４ ６ … 内 側 フ ィ ル タ 、 ４ ７ … 濾 材 、 ５ ２ … 流 動 濾 過 床 、 Ｍ …
メ イ ン 流 路 、 Ｓ … サ ブ 流 路 。
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【 図 ３ 】
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